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コミュニケーション・ネットワークにおける定常分
布ベクトルと固有値解























































































数の要素ｅｉ（i＝ 1 , 2 , ･･･, n）の複合体であ
り、その複合体は「全体」としてある特有の機
能ｐｊ（j＝ 1 , 2 , ･･･, m）を発揮する」という
観点から、これを次のように定義している。
　　　　　Ｓ＝｛Ｅ；Ｐ｝ （1）
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（3） Aの行和をri＝Σaιι' 、列和をqι' ＝Σaιι' とすれ
ば、min ri≦λ0≦max ri，min qi≦λ0≦max qi
（4） A≧B≧0ならばBの固有値μに対して
　　λ0≧｜μ｜











（8） min ri＜max riならばmin ri＜λ0＜max ri、min 
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